
 
   
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

平成３０年 7月 1３日発行 
練馬区立早宮小学校 
校長 須藤  田鶴子  
養護教諭 石山  綾 

（家庭数配布） 
42日間の長い夏休みが始まります。暑い夏を乗り切るための体調は万全

でしょうか。7 月に入り、体調不良で早退する子が増えています。多い日
には 5名程保護者の方にお迎えをお願いしています。皆さん口をそろえて
「朝は何ともなかった。」「食欲もあった。」「急に頭が痛くなった。」と言

い、突発的な印象を受けます。受診の結果は『夏かぜ』が多く、早退した

日を含め、2.3 日で快方に向かう子が多かったです。休みの間も大きく生
活リズムを崩すことなく、規則正しい生活を送って、夏を健康に過ごしま

しょう。２学期始業式には皆さんの元気な姿を見せてください。来室時に

楽しかった夏の思い出をみなさんから聞くのも楽しみにしています。 
 

感染症発生状況(現在は全員出席停止解除されています。) 
・伝染性紅斑（りんご病）潜伏期間 4日から 21日で発症したときには他者への感染力は失われているた 

め全身状態が良ければ登校可能    
・流行性耳下腺炎    耳の下、顎の下の唾液腺が腫れて口を開けたり手で触れて痛いとき受診しま 

しょう。潜伏期間２､３週間 
・ヘルパンギーナ    のどの奥に小さな水泡ができて痛みます。 
・溶連菌感染症     急性腎炎に注意し、抗菌薬の服用を中断しないようにしましょう。 
・百日咳        微熱で咳が長引いている、息を吸い込むようなヒューヒューという音がする場合

は受診をしましょう。抗菌剤の５日間の内服薬で除菌できます。 

歯科検診でむし歯が見つか

った児童のうち１６人が黄用

紙の受診報告書が未提出で

す。 
むし歯治療は進んでいます

か。一般的に口のお掃除２回、

むし歯の治療に１～３回が平

均的な通院回数だと思いま

す。長いお休みの間に治療を

済ませましょう。 

～プールで気を付けたい感染症について～ 



  暑い夏こそ肌着を着ましょう！ 

来室児童の熱を測ろうとする際、肌着を確認しますが、着ていない児童が多く驚いています。以下の理由か

ら是非着用させてください。また、女子児童は防犯の観点からも必ず着用させてほしいと思います。 

・暑いときや運動をしたとき、たくさん汗をかきますね。体からは汗だけでなく汚れも出てきます。肌着は体

から出る汗や汚れを吸い取るので、肌を清潔に保つことができます。また、汗はそのままにしておくと、細菌

によってにおいが発生しますが、肌着で吸い取ることでにおいを減らします。 
・肌着は汗を吸い取って蒸発させやすくして、体温を一定に保つ効果があります。また、汗は乾くときに体温

を下げて調節します。そのため、暑かったり運動をしたりして汗をかいたときに肌着を着ていないと、汗が出

たままの状態で、体温が下がりにくく、暑いままで不快です。 


